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l　は　じ　め　に

近年本県でギンモンハモグリガの発生が多くなり，防除

上聞題になってきたのは，県北地方では昭和55年，県南地

方では昭和60年以降で，昭和62年には県下全域のリンゴ園

でその発生が確認されるにいたっている。本県におけるギン

モンハモグリガに関する知見が乏しく，昭和58年から生態

解明と防除対策の究明に着手し，若干の知見を得たので，

その概要を報告する。本試験の大部分は秋田県果樹試験場

鹿角分場で実施したものである。

2　方　　　　法

日）第1世代寄生葉位の調査

昭和60年5月23日に場内の「ふじ」から．本害虫に寄生

されている各100花彙叢を採集し，糞位別に寄生状況を調

査した。

（2）苗木の新梢生長への影響（被害解析）

昭和59年秋にM26台木の2年生ふじl区12樹を3×27花

に植付けし，次の試験区を設けた。

Ⅰ区　全期間防除区（第2－5世代）

皿区　前期防除区（第2，3世代）

Ⅲ区　後期防除区（第4，5世代）

Ⅳ区　無防除区

防除は硫酸ニコチン1000倍を各世代の散布適期叱背負式

噴霧器で散布した。ギンモンハモグリガによる加害状況は，

全期間防除区ではほとんどなく，無防除区では逆に新梢に

健全葉はほとんど認められなかった。殺菌剤は各区共通し

てキャブタン剤を主体に6回散布した。昭和61年4月せん

定前に全新梢長を測定した。

は）殺蝋試験

場内圃場において，ハンモックを作って蛎化した個体が

付着している寄生葉を採集し，そのまま所定の薫液に約10

秒間浸溝処理し，金網ふたをした径12cmの飼育ビンに入れ

て，その後の羽化数を調査した。

（4）防除試験

場内の6～8年生ふじl区2又は3樹を用い，おおむね

該当世代の成虫発生盛期に，所定の供試薬剤を動力噴霧機

で十分散布した。調査は第1世代はl樹当たり全被害葉数

を数えた。第2世代以降は散布時に伸長している新梢を1

樹当たり10本をマークしておき，およそ散布20日後にマー

クした新梢の被害個数を数えた。

3　結果及び考察

＝第1世代の寄生棄位

越冬成虫の活動とリンゴの生育状況との関連を明らかに

するため調査した結果（図1），第1世代の被害は，花叢

垂では4～6彙位，彙叢葉では2，3彙位に寄生が多く，

芽の生育速度と越冬成虫の活動をよく反映しているものと

みられた。同様のことはキンモンホソガでも認められてい

る。第2世代以後は成虫発生時に伸長している新梢葉に寄

生が限定されるので，第1世代のような寄生関係は認めら

れなかった。またl花彙叢当たりの被害葉数は，花叢では

平均1．5葉，彙叢では平均1．1薫で，花叢の被害数が多かっ

た。これは越冬成虫による花叢葉への産卵チャンスが長い

ためと考えられた。
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葉　　　位

図1第1世代の葉位別寄生頻度（ふじ）

t2）苗木の新梢生長への影響

3年生苗木を供試してギンモンハモグリガの寄生による

樹体への影響を明らかにするため，4試験区を設けて新梢

生長を検討した結果（表1），Ⅰ区全期間防除区とⅡ区前

期防除区では新梢数，新梢長ともほとんど差なく，Ⅲ区後

期防除区で新梢数が減少する現象が認められた。したがっ

てギンモンハモグリガの被害は前期（第2，3世代）はど

その影智が強く，後期になるにつれて減少したとみなされる。

わい化栽培の苗木時代にはフェザー（羽毛状枝）の発生

が強く要求されるものであるが，ギンモンハモグリガが多

発すると皿区にみられるようにフェザーの発生が減少する

とともに早期着果性への影響も考えられるので，特に育成

中の苗木図では，本害虫の防除を徹底する必要があろう。
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（3）殺鰯効果

浸鎮処理によって殺蛸効果を室内で検討した薦果（表2），

羽化阻止効果が高かった薬剤はすべて合成ピレスロイド系

の薬剤であり，ニコチン剤，有機りん剤，NAC剤等の効

果は劣った。

蓑1　3年生ふじの新梢生長への影響（ふじ）

縁新柄数 1樹平均新 柄 数
（本） （本）
li 3

1 3 ．6 10 ．18 1

15 9 13 ．3 9 ．9 4 5

13 8 1 1．5 8 ，7 0 5

10 2 8 ．5 6 ．4 6 1

衰2　殺鰯試験（1985，1987）

試　　 験　　 区 希 釈倍 数
羽 化 率 （％）

19 8 5 19 8 7

硫　 酸　 ニ　 コ　 チ　 ン 10 0 0 6 3．3

0

ダ ー ズ ′ヾ ン　 W P l） 10 0 0 63．3
サ リ チ オ ン　 W P l） 10 0 0 26．7
デ ナ　 ボ　 ン　 W P 2） 8 00 8 0．0
ト ク チ オ ン　 W P l） 8 00 5 0．0
ス プ ラサ イ ド　 W P l） 1 50 0 6 6．7
パ ー マ テオ ン　 W P 3） 1 0 00 0

ペ イ　 オ　 フ　 W P 3） 1 00 0 0

7 6．7

0
ァ グ ロ ス リ ン　 W P 3） 10 0 0 0
ァ デ ィ オ ン　 W P 3） 20 0 0 0
ス　 カ　 ウ ト　 F L 3） 20 0 0 0

無　 処　 理　 区
－ 93．3

供　 試　 虫　 数 3 0 15

処　 理　 月　　 日 6． 1 6．2 5

注．1）：有機りん剤，2）：NAC弄り
3）：合成ピレスロイド剤．ただレヾ－マチオンは
有機りん剤との混合

表3　防除効果（1984）

試　　 験　　 区 希 釈
倍 数
第 1 世 代

被 害 彙 数

第 2 世 代

被 書 個 数
第 3 世 代
被 害 個 数

硫　 酸　 ニ　 コ　 チ　 ン 10 0 0 8 3 15 2 2
ミク ロデ ナ ボン W P 2） 12 0 0 58 6 2 4
ス プ ラ サ イ ド W P l） 10 0 0 9 1 3 2 9

〝 15 0 0 6 8 13 3 2
パ ーマ チ オ ン W P 3）

10 0 0 6 4 4 4 8
ペ　 イ　 オ　 フ W P 3 ） 10 0 0 15 5 2 9
レ ピ ス タ ー W P 3 ） 10 0 0 11 5 3 0
マ プ リ ッ ク W P 3 ） 2 0 0 0 11 3 15 6 2

D D V P 7 5　　 E l） 1 50 0 1 1 5 19 4 5

無　 散　 布　 区
－ 2 0 7 9 4 74

散　 布　 月　　 日 5．16 6 ．15 7 ．1 1

注．各世代とも3樹合計値
薬剤の系統類別は表2と同じ

第　40　号（1987）

蓑4　防除効果（1985，1986）

試　　 験　　 区 希 釈
倍 数

1 9 85
第 2 世 代

1 9 8 6

第 2 世 代 第 4 世 代

13
硫　 酸　 ニ　 コ　 チ　 ン 10 0 0 16

3

〝 20 0 0 11
デ ナ　 ボ　 ン W P ） 8 0 0 9 2 0
ス プ ラサ イ ド W P l） 15 0 0 25 7 4 4
パ ー マ チ オ ン W P 3） 10 0 0 8 5
デ　 ミ リ　 ン W P 4） 2 0 0 0 15 3 16

〝 4 0 0 0 0 1 1
ノ ー モ ル ト E C l） 2 0 0 0 4 2 6 5
T A ト 8 1　 F L 6） 1 0 00 1 1 3

1 1

4 5

2 9

16

ダ ー ズ バ ン W P l） 10 0 0 3 7
ダ イ ア ジ ノ ン W P l） 10 0 0 4 8
パ プ チ オ ン W P l） 80 0 1 0 1
ト ク チ オ ン W P l） 8 0 0 2 1 4
N R － 8 5 0 1 W P 4）

ス ミ チ オ ン W P l）

マ リ ッ ク ス W P 5）

10 0 0

8 0 0

10 0 0

2 6 3

16 1無　 散　 布　 区
－ 12 2

散　 布　 月　　 日 6．15 6 ．19 臥 13

供　 試　 樹　 数 3 2 2

注．数字は被書個数の合計値

薬剤の系統類別は表2と同じ。ただし4）はIGR，
5）はベンゾェビン剤，6）はニコチン，NAC混合

（4）防除効果

成虫発生盛期を主附こ散布して防除効果を検討した結果

（表3，4），効果が高かったのはニコチン札NAC札

DMTP剤（スプラサイド）やMEP剤（スミチオン）等

の有機りん軋合成ビレスロイド剤とその混合剤等で，P

AP剤（パブオチン），プロチオホス剤（トクチオン）の

効果は劣り，IGR（発育制御剤）の効果は剤によってか

なり異なった。

4　ま　　と　　め

第1世代の寄生葉位は花茎葉では4～6葉位，妻妾葉で

は2，3葉位で，リンゴの芽の生育速度と越冬成虫の活動

がよく反映されていた。3年生ふじ苗木を供試して樹体に

及ぼす影響を検討した結果．前期の被害はど影響が大きく，

新梢数の減少が認められた。

各種殺虫剤を供試して有効薬剤を検索した結果，DMT

P札NAC軋ニコチン札合成ピレスロイド剤，昆虫

発育制御剤等の効果が高かった。殺蝿効果は合成ピレスロ

イド剤は高かったものの，その他は劣った。

有機りん軋NAC軋ニコチン剤による防除は，殺卵

を目的とした成虫発生盛期に限定され，散布適期の幅が狭

いのに反し，合成ピレスロイド剤を使用することによって

蛸期一成虫発生盛期までの散布で，高い防除効果が期待さ

れた。
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